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^先
生
が
ィ
ギ
：リ
ス
経
蜜
の
研
究
に
着
手
さ
れ
た
0

は
、
慶
大
乘
業
後
， 

ま
^

^
く
の
h

と
.で

あ

ょ
^V

で
あ
る
が
、
わ
が
国
以
学
界
に
匕
め
分
野
の
:- 

嘴
^

:

発̂
表
さ
れ
る
ょ5

に
な
マ
た
の
ば
、
先
生
が
ィ
ギy'
i

ス
M -

令
の
途k

9- 

ぼ
ら
机
た
直
後
霄
さ
れ
た

「

ァ
グri:

レ—

英
国
藝
史
及
学
説c

上

碧

、
.大
• 

正 

一
—
年
七
月
、';
.
'
,
'
.
岩
波

書

唐
';

の
.翻
訳
を
除
け
ば
、
隱(

大
正 

'一
四
年
ニ
月)

：-- 

の
の
-̂

で
あ
つ
た
。
そ
：の
第
一
声
は
本
誌
第
ー
九
卷
第
七
号
.

(
大
毋
一
：
四
年
七 

丹)

：
に
掲
載
の
：.

「

英
国
都
市
起
源
考」

：

で
あ
る
0.
'
爾
涞
祠
年
十
月
の
本
誌
に 

「

近

世

麓

に

於

.け
る
英
葡
通
商
関
係
と

M
eth

u
en
」

条
約T

翌
ー
五
申
一 

月
に
，は
；

「

古
代
英
国
経
済
史
考
勝
片

」

、

三
月
に
.：

「

第
十
九
世
紀
英
国
貿
易
概 

論」

、
.六
月
に「

英
蘭
徒
弟
制
度
の
塞」

，

十

- :
月.
にH

Lfb
er  A

lb
u
s  

,に
，
 

現
れ
た
る
倫
敦
の
経
済
生
活

J

の
論
文
、
そ
し
て
と
の
年
の
四
月.に

は「

近
世 

商

畫

、.
改
造
社」

、
五
月
にr

経
済
史
研
究■
八
第
一
.巻)

、
叢
文
®

と
題
す 

る
箸
書
を
公
け
に
さ
れ
て
い
る
。
帰
国
後
、
年
余
に
し
て

#

^
論
文
六
1

と
著
： 

書
一一

册
I

管

。
先
生
の
生
涯
を
飾i

.

大
1

.

1

発
f

す
で

t

三
、八

(

办
五
i

::
8

:

•:
:

.
ハ

高

：

■;
'

#

:

"

 

'
象

：'

,

平

：

.

に
そ
の
片
鱗
を
示
し
た
の
、で
^

る
。
，
':
”

;
そ
の
の
ち
の
：着

の

ィ

ギ

：
U

ス
.経
済
史
•に
関
す
る
業
績
ば
、

「

野
村
博
士
還
暦 

記

念

論

文

封

建

制

と

資

本

制

、
.昭
和
三一

年
三
月
、
有
裴
関」

の
七
ニ
七 

頁
以
下
の
著
作
目
録
の
：記
載.に
が
ず
？
て5

1-
-
に
転
載
す
そJ

と
は
省
略
す
る 

、
が

、

上

記

の

論

著

を

含

め

て

：：と

の

分

野

の

著

書

六

#*
、
論

文

三

〇
余

篇

に

の

ぽ 

-

る
：。
量
的
に
多
い
办
み
な
ら
ず
、
一
質
的
に
み
て
も
い
ず
れ
も
な
も
の
で
あ 

-?
*:

こ
と
は
、
'す
で
に
わ
於
国
の
経
済
史
学
界
に
和
い
て
靡
の
あ
る
と
こ
ろ 

.X
3

;あ
る
0
:こ

と

に

，
？

：
シ
-

レ
丨
英
国
経
費
及
学
説
、.昭
和
七
年
四
月
、
岩 

波
書
店」

.の
完
訳
や
、「

英
国
経
済
史
概
論
、.昭
和
一一

年
五
月
、
南
郊
社」

、 

「

英
国
資
本
主
義
の
成
立
過
程
、

昭

和

j
1

革
十 

一
M

有
斐
®

，
の
i

日
が 

.わ
力
学
界
に
純
益
し
た
と
こ'
>
0は
.す
こ
ふ
る
甚
大
で
あ
っ
た0

-
.
.
.
. 

■ 

• 

■

:
-■ 

^

:

'

.

.

明
治
期
以
降
に
：お
け
る
わ
が
国
の
西
洋
経
済
史
研
究
が
、対
象
と
し
て
ィ
ギ 

リ
ス
、
そ
し
て
商
業
•
質

易
•
交
通
等
の
流
通
過
程
に
、
最
初
着
目
さ
れ
た
こ 

と
は
、
か
つ
て
私
が
本
学
会
隱
の
！

'
日
本
に
お
け
る
経
済
学
の
百
年

(

上
巻)」

に
お
い
て
指
摘
し
た
と.こ
：
ろ
で
あ
る
：

*か
>
.大
正
涑
期
办
ら_昭
^

^

亿
か
け
て
： 

西
淨
経
済
史
学
が
本
格
的
な
研
究
殺
階
忙
枕
い
っ
た
際
め
狀
表
的
経
済

.
^家
‘

. 

軟
村
先
生
も
、
そ
の
研
究
過
程
は.ほ
ぼ
似
^

と

之

ろ

が

あ

；
っ
，た

。

.

.«

埋
す
る
；と. 

こ
ろ
は
、
研
究
態
度
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

.
そ
れ
ま
で
找
外
国
の
研
究
者
の.
 

概
説
の
翻
案
な
い
し
そ
れ
の
紹
介
が
実
相
で
あ
っ
た
の
匕
対
し
て
、
こ
め
旧
来 

の
研
究
態
度
を
.一_

し

て

、
く
日
本
の
^

#

.

■野
村
の
頭
脳.を

経

た

独

自

，の
解
釈
り 

を
そ
の
.研
究
の
前
面
に
押
し
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
に
お
ム
て
こ
そ
こ
れ

.

.

.は
研̂

者

の

当

然

と

る

ベ

..き

態

度

で

^

っ
て
、
な

ん

ら

問

題

とな
る

と

こ

ろ
双 

な
い
の
で
あ
る.が
、
野
村
先
生
は
西
洋
経
済
史
わ
け
て
も
ィ
ギ
リ
ス
経
资
皮
の

.

. 

研
究
の
先
達
と
し
て
、
こ
の
本
来
め
^

!

.を
本
と
に
続
こ
ぅ
と
す
る
啫
に.明
、示
- 

さ
れ
た
の
：で
あ
っ
た。

:■
:

: 

. 

:■
- 

一前記

「

英主義め成立過

S

 

:は
先
生
の
学
位
請
求
論
文
と̂
.
っ：
^

 

も
.の
で
あ
る
が
、

こ
の
書
の
序
文
に
、：
ィ
ギ
リ
ス
経
済
史
研
究

.私

.つ
：い'
.

v

先
生
、
 

が
抱
か
れ
た
根
本
観
脫
を
知
る
こ
と
が
.で
き
る
章
句
が
あ
る
。「

私
が
英
■©

経
. 

済
史
を
そ
の
研
究
の
第
ー
に
取
上
げ
た
‘の
は
.、
.
英

国

が

現

在

の

資

本

主

義

的

社 

会
制
度
の
先
駆
者
で
あ
り
、
又
英
国
：に
；お
计
る
そ

'の

葬

達

適

程

亦

，一 

的
な
も
の
と
考.へ

ら

れ

て

ゐ

る

か

ち

で

あ

：
つ
；
た

'?
'L

か
し
資
本(

王
韻
は
英
国
に 

発
展
し
た
や
ぅ
な
型
、
も
し
く
は
適
程
を
以
つ
ズ
何
処
の
国
で

--
%

:^
麼

し

て

对
 

.

つ
た
ゎ
け
で
は
な
い
。
独
逸
に
は
独
逸
の
.
.や
ぅ
な
資
本
主
義
亦
、
.
露

西.3
|

1
:に
：は
：
 

露
西
亜
に
相
応
し
い
資
本
主
義
が
勃
興
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
や
ぅ
に
：英
国
に

.は
：
 

英
国
特
殊
の
資
本
主
義
が
構
成
さ
れ
た
の
で
.あ
つ
た
。
従
つ.て
英
国
資
本
主
義. 

を
典
型
的
な
も
の
と.し
て
、
他
の
国
国
の
そ
れ.に
，反
す
る
部
分
を
異
質
的
な
、
：
 

又
1

特
殊
的
な
- %

の
と
考
へ
名
思
廣
方
法
は
正
し
か
之
思
は
れ
.な
：
^

.

英

国

人

イ
ギ
リ
ス
経
済
史
研
究
と
野
村
先
生

は
さ
ぅ
考
へ
る
の
が
当
然
と
思
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
各
国
の
発
展
は 

決
し
て
一
.
様
に
率
す
る
こ.と
は
出
来
な
い
。.そ
の
意
味
で
私
は
英
国
資
本
主
義-
 

の
形
成
を
英
国
独
特
の
も
の
と
考
へ
 

る
。

」

 

(

序
、
 

四
頁)

;

.

 

:
' 

で
は
野
村
先
生
は
ィ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
成
立
過
程
を
ど
，の
よ
ぅ
な
史
実
に

. 

即
1

て
杷
握
さ
：れ
よ
ぅ
と
し
た
：：の
か
。
こ
れ
は

こ

の

書の篇別一篇市
 

i

級
の
勃
興
い
第
こ
篇
傭
業i

の
^

®
、
第
三
篇
産
業
革
命
へ
の
施j

:
 

を
見
る
こ
と
に
よ
マ
て
：
'-
*
.応

見

当

は

つ

く

が

、

本

書

よ

、り

も

九

年

前

に

±'

梓
さ
'.
. 

れ
た： .

T

英
国
資
本
主
義
成
立
史
、.昭

和

三

年

十

二

月

、
：
改

造

社
」
.；

の

娶

に

大
_ 

綱
が
記
述
さ
れ
：て
い
る
。「

現
在
.の
英
国
資
本
主
義
制
度
を
樹
立
す
る
に
至
石 

簾

を

見

る

と
:'
'

そ
純
雜
英
国
民
の
国
民
的
発
展
と

1K.

ふ
：社

金

的

潮

流

を 

発

見

.す

る

こ
^

が
.出

来

る

。
.
即

ち

ケ

シ

グ

ロ

,

サ

ク
y'ン
：民

族

：.の
勃
興
的
勢
力 

は

-
方
中
世•以

来

の

，
市
民
僧
級
の
発
展
と‘な
り
、
、
他
方
近
世
初
期
の
海
外
に
於 

け
る
.商
業
的
活
鄭
と
な
ウ
た1.
0

ネ
亡
で
私
は
'

I

方

布

.届

階

級

の

活

動

の

根

柢

で 

あ
る
都
市
の̂

1

汝
探
り
、-.
他
！

世
に
^
:
る
資
本
灌
積
の
基
礎
と
な
れ
る 

海
外
発
展
め
経
過
を
迪-̂
て
見
^

へ
そ
し
て
瑛
国
耙
於
げ
る
産
業
革
命
勃
発
^
 

必
然
的
因
油.を
そ
の
点
に
帰
レ
た
。
~ハ
即
灰
廣
！1
資
本
主
義
制
度
成
立
の
棂
本
的 

原
因
と
見
做
し
た
：
.の
'で
あ
る
。j 

(

序
、
四
五
頁)

:-
.
';

.

こ
れ
は
中
世
以
降
に
お
け
る
都
市
と
市
民
階
級
の
^

達
が
^

外

滴

業

に

伸. ̂

る
資
本
的
基
礎
を
：つ
く
り
だ

.

し
、
*>-」

:0

寡
に
众
る
資
本
蓄
積
が
産
業
革
命
発 

生
の
基
因
と
な
る
と
い
ぅ
見
方
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
両
書
公
刊
の
間
に
横
た
わ 

る
九
年
間
に
、
先
生
：は
産
業
革
命
を
可
能
な
ら
し
め
た
資
本
が
ひ
と
り
対
外
貿 

嚴
に
よ.1

て
獲
得
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、

u

れ
ど
.並
ん
で
ィ
ギ
リ
ス
商
業
资 

本
が
国
内
諸
産
業
を
も
支
配
寸
ぶ
に
：い
：た
っ
た
事
情
も
指
摘
さ
れ
る
よ
ぅ
に
な

■ 

.

一 
三

九

(

九
五
. 

一■

)

，



り
、：
さ
ら
に
エ
ン
ク
戸I
ジ
ァ
運
動
に
よ
る
労
働
者
階
級
の
生
成
の
問
題
も
と
. 

り
あ
げ
ら
れ
た
。
ハ
英
国
資
本
主
義
の
成
立
砠
程
、
第
|
ー
篇
第
ニ
章
商
業
資
本
と 

国
内
產
業
、

第.三
篇
第
，
一
一
章
労
働
者
：階

級

の

生

成

を

参

照

。

)

そ
れ
：だ

け

前

著 

に
比
し
.て
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
成
立
の
原
因
の
探
究
は
深
め
ら
れ
た
の
で
：あ 

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
れ
は
資
本
主
義
自
体
に
つ
い
て
の
根
本
的
見
解
に
よ 

っ
て
ま̂

さ
れ
る
こ

と

で

あ
る
が
、
先

生

の「

成
立
過
©」

を
全
体
と
し
て
み 

る
と
、商
業
資
本
の
発
達
：に
力
点
が
置
か
れ
て
お
り
、農
業
や
土
地
制
度
の
面
へ 

の
言
及
は
、
そ
れ
ら
の
重
要
性
を
認
め
.つ
つ
も
な
お
比
較
的
に
す
く
な
い
。

こ 

の
点
が
の
ち
に
大
塚
久
雄
教
授
の
批
判
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で

あ

る

。

し

か

も

近

代

资

本

主

義

の

成

立

の

起

動

カ

を

商

業

資

本

に

置

く

見

方

は

、
，
ひ 

と

り

先
生
の
：

「

成
立
史」

、
—1

成
立
過
程」
の
両
著
を
特
色
づ
け
て
い
るば

か

り

. 

で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
に
関
す
る
先
生
の
概
説
書
に
も
こ
.の
特
徴
は
現 

わ
れ
て
い
る.。
昭
和
四
年
に
改
造
社
の
経
済
学
全
集
の
ー
册
と
し
て

「

各
国
経 

済
史J

と
題
す
る
英
•
独
•
仏
•
米

.
露
の
諸
国
の
経
済
史
概
説
が
刊
行
さ
れ 

.た
。
諸
国
の
通
史
を
：一
本
に
ま
と
め
た
も
の
は
当
時
ま
だ
わ
が
国
に
な
か
っ
た 

か
ら
、.
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
こ.の
書
は
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
の 

と
き
先
生
は
イ
ギ
リ
ス.経

済

史

の

項

を

担

当

さ

れ

た

.。

た

だ

し

紙

数

の

関

係

か 

ら
、産
業
以
前
で
筆
を
擱
か
れ
て
い
る
。
そ
の
の
ち
、
産
業
革
命
、そ
の
影 

響
、
自
由
放
任
に
対
す
る
反
動
、
自
由
主
義
の
.没
落
等
の
史
的
展
開
を
題
材
と 

.
す
る
論
文
.を

「

三
田
匿
晒」

に
連
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
前
記
の
イ
ギ
リ
ス 

経
済
史
と
併
せ
て.
一
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、
昭
和
一
一
年
の

「

英
国
経
済
' 

史
槪
論」

で
あ
る
。
こ
の
概
説
に
お
い
て
、
先
生
は
中
世
封
建
制
度
の
章
に
.お 

い
て
、
ま
た
溝
初
期
の
農
業f

の
節
や
、.産
業
革
命
に
と
も
な
う
農
業
組.

一
四
0
 

.

(

九
五
一一 ：}

織

の

変

化

；の
節
に

'お
い

て

、
、
農

業

問

題

、
、
土

地

問

題

に

関

説

は

さ

れ

て

い

る

の 

で
あ
る
が
、
し
か
も
な
お
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
'発

展

に

づ

い

て

は

商

業

.
工 

業
の
分
野
に
一
層
多
く
の
紙
数
が
割
か
れ
て
い
る
。

'

こ
.れ
に
っ
い
て
は
、「

成
立
過
程」

の
序
文
に
お
いて
、「

IB

著
入
英
国
資
本 

主
義
成
立
史〕

と
比
較
す
れ
ば
、
旧
著
の.第

1

章
は
^:

部
廃
棄
し
た」

(

三
頁) 

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
事
実
そ
の
通
り
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
廃 

棄
さ
れ
た
-̂

成
立
史
卜
の
第
ー
章-̂
総
論」

の
、•
こ
と
に
第
三
節「

英
国
資
本 

.主
義
制
度
の
起
源1-
に
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
あ
と
あ
と
ま
で
先
坐
の
考 

'
え

の

な

か

に

残

.
っ

て
い
て
、そ
の
た
め
に
罾
ホ
の
ホ㈣

㈤
蓄
積
に
っ
い
て
、
国 

内
商
業
.
金

融

業
.*
.外
国
貿
易
の
発
展
•
商
業
資
本
の
工
業
支
配
の
面
を
強
調 

さ
れ
る
こと
に

な
.っ
た.と

思
わ
れ
.る
.

の
で
あ

る

。

，

す
な
わ
ち
先
生
の
表
現
を
も 

っ
て
す
れ
ば
；：つ
ぎ

■の
章
句
が
'こ
れ
に
あ
た
る'0

「

英
国
に
於
い
て
近
世
の
資
本
主
義
的
活
動
を

(

中
略)

行
な
っ
た
も
の
は
当 

時
の
権
力
階
級
で
は
な
：い
。
文
地
方
の
土
地
所
有
者
で
も
な
が
っ
た
。
少
く
と 

も
英
国
に
於
い
；て
は
土
地
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
余
剰
の
蓄
積
が
今
日
の
活
動
の 

資
本
と
な
っ
た
と
も
考
べ.ら
れ
な
い
し
、
文
さ
ぅ
云
ふ
地
主
階
級
が
直
接
活
動 

に
従
事
し
た
と
も
思
は
れ
な
い
。
勿
論
彼
等
の
中
の
あ
る
少
数
者
が
新
し
い
话 

動
に
従
讓
し
、
又
彼
等
が
す
で
に
有
す
る
地
位
、
及
び
財
産
に
侬
っ
て
、
そ
れ 

を
有
さ
ぬ
他
の
者
ょ
り
も
便
宜
を
得
たこ
と
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
こ
れ
を
以
つ
て 

1

般
的
断
定
と
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
新
し
く
勃
興
し
て
来
た
階
級
は
市
民 

で
あ
っ
て
地
主
で
は
な
い
。

」
(

八
五
頁)

そ
し
て
近
批
双
双
に
お
け
る
商
業
活 

動

.に

つ

い

て

、

先

生

は

ウ
ィ
リ
ア
ム
.
力
.
一
一
ン
ガム
と
と
も
に
.

「

商
業
は
産
業 

の
進
歩
と
資
本
主
義
の
発
生
を
刺
戟
す
る
手
段
で
.あ
つ
た
.

J

と
な
し
、

つ
い
で

「

農
業
上
.の
'
•:

大
変
#

—

開
放
耕
地
制
度
か
ら
国
墻
的̂
-
制
度
へ
の
変
遷
、 

所
謂
農
業
$

に

就

いて！！

ず

べ

き

で

は

あ

る

が

、

私

は

.こ
の
^

遷
に
依
つ
て
'' 

生
じ
た
農
業
の
資
本
主
義
化
は
寧
ろ
上
述
の
商
業
発
展
の
附
随
的
結
果
と
見
る

' 

が
故
に
、
敢
て
こ
れ
を
猶
略
し
た

」
(

九
六—

七
頁)

と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
、 

こ
れ
で
あ
る。

——

 

-

先
生
と
先
生
に
続
く
世
代
の
研
発
者
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
成
立
過 

程
を
解
明
す
る
場
合
に
置
く
枧
角
に
は
、
：
か
な
り
の
開
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
い 

ず
れ
を
鬼
と
し
ま
た
は
非
と
す
る
か
の
批
判
は
こ
こ
.に
は
不
要
で

.あ
る
？
上
述 

の
分
M

角
を
も
っ

て
先
生
が
イ
ギ
リ
ス
砠
^

史
を
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
と
い

ダ

囊

が

、
.わ
が
国
の
西
洋
経
済
史
学
界
に
お
い
て
は
重
要
な
の
で
あ
っ
た
。

-
- 

■ 

• 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

r 

' • 
• 

• 

. 

•

三

.
先
生
は
大
正
一
一
年
五
月
か
ら
一
四
年
二
月
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
期
の 

大
部
分
を
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
欠
学
キ
ン

.ダ

.
ス
コ
.
レ
ジ
で
の
修
学
に
あ
て
ら
れ 

た
。
チ
-'
1
-
丨
タ
I

は
^

ョ
ン
.

パ
ロ
ル
ド

♦

ク
ラ
ッ
。ハ
ム
博
士
。
先
生
が̂.
サ 

丨
チ
.

ス
チ
ユ
ー
デ.ン
ト
と
し
て
学
生
生
活
を
送
ら
れ
た
の
.は
、
サ
ァ
•
ウ
ィ 

リ
，ア
ム
.
ジ
エ
ー
ム
ズ

‘
♦
ア
シ
ユ
リ

I

の
指
示
に
よ
；る

0

い
ま
こ
こ
に
ア
シ

ユ
リ
ー
教
授
が
イ
ギ
リ
ス

経
済
史
家
と
.し

て

占

.め

る
学
的 

地
位
に
つ
い
て
縷

途々
べ
る
要
は
な
い
が
、
教

授

の「

イ
ギ
リ
ス
経
1

及
び 

学
説」

と

「

イ
ギ
リ
ズ
の
経
済
紙
織

j

と
の
両
著
は
、
均
衡
の
と
れ
た
体
系
を 

具
え
た
本
格
的経
済
史
書
と
し
て
、
.
単
に
そ
の
著若
ア
シ
エ
リ
I

を
経
済
史
家
' 

の
第
.

T

人
者
と
し
て
内
外
に
認
め
さ
せ
た.の
み
■で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス.に
お
'い
て 

経
済
史
と
い
う
分
野
を
確
立
せ
し
め
る
礎
石
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
双
を

イ
ギ
リ
ス
経
済
史
研
究
と
野
村
先
生

と
違
？
て
半
世
紀
佘
も
前.の
‘刊
行
当
時
に
あっ
て
、.
経

済

史

的

資

料

は

'限

ら

れ 

て
い
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、「

そ
の
す
く
な
い
資
料
を
十
分
に
囊
し
て

」

_「

ィ
ギ 

リ
ス
経
済
史
の
基
本
的
形
態
を
明
瞭
に
指
示
し
た

」
(

野
村
兼
太
即
-1

_
ァ
シ
ユ
リ 

ィ」

、

社
会
経
済
史
大
系
、
第
九
巻
、
社
会
経
済
史
家
評
伝
、

昭
和
三
五
年
八 

月
、
弘
文
堂
、
五
七
頁

)

の
で
あ
っ
た

0

こ
の
ア
シ
ユ
リ
丨

1

^

か
先
生
に
、 

「

学
問
的
'に
も
人
間
的
に%;
適
当
で
^

る

と

し

て

と

く

に

_

さ

れ

た」

ク
ラ

'
。ハ
ム
博
士
は
ハ
^
せ
兼
木
琊「

サ
ア

.ゥ
ィ
リ
ア
ム
，
ジ
エ
ム
ズ
,
ア
ジ
ユ 

リ
ィ」

、
社
会.経
済
史.学
、
第
一一
六
巻
第
三
号
、
昭
和
一
一
五
年
九
月
、

‘
八
九
頁)
.、 

も
っ
と.
.実
証
的
な.
.
.
学
者
で
あ
る.。

事
実
を
し
て
す
べ
て
を
語
ら
し

.め
る
.こ
と 

が
、
数{子
を
で
，き
る
か
ぎ
り
利
用
す
る
こ
と
と
並
ん

.で
、.
ク
ラ
ッ
。ハ：ム
教
授
の 

学
問
的
特
色
で
あ
ら
た
。
そ
の
大
著

「

近
代
ブ
リ
テ
ン
経
済
史
1_
三
卷
や「

フ 

ラ
ン
ス
及
び
ド
ィ
ツ
の
；経
済
発
展

」

は
こ
の
根
本
主
‘張
を
も
っ
て
貨
ぬ
か
れ
て 

い
る
。
先
生
は
ク
ラ
ッ
パ
ム
教
授
か
ら
か
な
り
多
く
の
影
響
を
受
け
ら
れ
た
。 

こ
れ
を
先
生_
身のをも

*?
，
て
逮
べ
よ
う0
 

.f

人
間
の
爾
脳
が
偉
大
な
働
き
を
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

.し
か
し
人
間. 

は
誤
ゲ
多
き
も
の
で
あ
る
。
頭
.の
中
で
考
へ
た
こ
と
と
亭
実
と
は
必
ず
し
も

1 

致
し
な
い
。
事
実
を
知
つ
て
#
、
人
間
の
^
®
を
豸
へ
る
方
が
幾
分
な
り
と
も 

.I
E

し
：い.解
決
に.近
い
も
の
を̂
る
こ
と.が
.出
来
よ
う-0
'論
理
的
，に
.か
く
あ
を
ベ 

き
箸
と
思
ふ
こ.と
が
必
ず
し
も
^
際
と
一
致
し
な
い

の
は

、

論
理
的
に
誤
り
が 

知
る
こ̂
！も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
実
際
の
^
^
.
な
過
程
を
単
純
化
す
る
と
こ 

ろ
に
あ
る.の
.だ
ら
う
。
単
純
な
概
念
的
な
発
展
史
論
に
は
飽
き
足
ら
ぬ
感
じ
を 

も
つ
よ'う
に
な
つ.た
。
事
実
で
あ,
^
;い
ふ
こ
と
を
自
.分
に
納
得
の
ゆ
く
や
う 

に
実
紙
し
た'い
.0
し
が
し
そ
れ
は
決
し
て
f

な
こ
と
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ

一
四
；

(

九
五
三

)



る
か」

：'
,

.

.

:

.
■■
■'
;
'

:
::「
滞

英

三̂

-
の

生

活

は

さ

ぅ

し

：た

藤

惑

:̂
'
希
望
と
の
}

ち
：に
、
：何
6'
_

つ
ー 

,
た
成
果
を
攀
げ
得
な
い.で
消
耗
•さ
れ
：
て
し
ま
つ
，
た
：
の

で

あ

る

。

し

か

し

全

然

無 

撒
で
あ
つ
た
と
は
思
队
な
い
；
0

ィ
^

リ
ス
の
学
者
の
あ
ま
り̂
も
実
用
主
義
的
：
 

な

研

究

方

法

：に

は

飽

き

足

り

な

く

思

ひ

な

が

ら%■
、
：
そ

の

実

証

的

な

態

度

呤

ば 

救
.へ
ら
る
る.と
こ
ろ
が
多
か
つ.た
：0
.-
'
事

実

を

知

る

ど

い

ふ
と
と
は
歴
史
の
瑕
本 

的
な
要
件
て
あ
る
。
し..力
.

し
何
ガ
.^ .

実
で
あ
る
か
を
実
証
じ.ょ
ぅ
.と
す
れ
ば
、 

該
博
な
知
識
と
鋭
敏
な
洞
察
力
と
麗
カ
と
.を
必
要
と
す
る
。
ィ
ギ
リS

済 

史
の
.根
本
資
料
を
考
察
す
る
に
際
し
て
も
、
そ
の
民
族
に
関
し
，て
十
分
&
理
解 

が
な
け
れ
ば
、ー
潞
足
す
べ
き
結
果
に
は
到
達
し
な
い
。
実
飩
せ
ん
と
し
て
細
部 

に
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
言
語
の
理
解
の
不
足
を
感
ず
る
。
：
' 

j
.

通
み
の
意
味
はi

 

つ
て
も
、
本̂

の
意
味
は
把
握
し
得
な
い0
結

局

懊

悩

し

：つ
.
つ
月

日

を

送

つ

た 

に

過

ぎ

な

か

つ

た

が

、

概

念

的

_

論

に

対

す

る
疑
惑
は
一
層
㈱

ぐ
な
ら
ざ
る
を 

得
な
か
つ
た
。

」

パ
日
本
社
会.経
済
史
、

「

第
一
巻
、
昭
和
一
一
五.年
.三

月

、
へ
ダ
ィ
.
ャ 

.
モ
ン
ド
社
、
序
、
：
三
丨
四
頁o

)

こ
れ
が
先
坐
の
三
力
年
間
の
留
学
の
鏤
物
で
あ
.っ
た
？
.そ

し

て

そ

れ

を

‘纏
め 

ら
れ
た
.の
が
既
掲
の
諸
論
文
で
あ
り
、
諸
著
書
で
あ
っ
た
の
.で
あ
る
。
':
.

:

四
.

妾

七

〇
〇
頁

の「

英
国
資
本
主
奪
の
成
立
過
程

」

は
、
昭

和
1

0
年
代
に 

お
け
る
わ
が
西
洋
経
済
史
学
界
の
最
大
取
獲
の

」

つ
で
あ
る
が
、
そ
の
序
文
に 

「

本
書
は
英
国
民
の
発
展
を
端
的
に
説
明
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
細
部
の 

鐵
述
に
眩
惑
さ
れ
て.読
者
の
理
解
を
因
難
な
ら
し
め
る
か
も
知
れ
な
い
。
：

し
か

し
と
め
.細

部

の

検

對

が

、
-
-
^
ー
.
般

に

は

如

何

で

も

よ

い

と

思

は^ :
:

る
こ
と

：

が
、

全

体

：の

理

解

に

重

_

な

霞

ゼ

有

す?>
'

こ
.と
を
認
む
る
晚
に
、
学
問.の
^
 

歩
を
促
が
す
原
動
力
と
な
る©
:セ
知
る
か
ら
、.：学

問

的

研

究

の

：特

徴

、と

し
て
寛 

恕

ざ

れ

た

い

」
(

五—

六
頁)

と
い
わ
れ
气
い

る。
し
か
し
：本

書

に

.見

ら

れ

る

細 

部
の
検
討
よ
々
の
個
別
：

§
^

匿

取

、
ぐ
そ
の
の
.ち

の

れ

が

国

に

お 

S

る

西

蓮

蜜

学

界

に

：扭

け
る

研

究
醫

』

な
?

て
い
.マ
た
。
外
国
0

経
済
：
 

史
専
門
雑
誌
や
地
方
史
研
究
雑
誌
が
、
：研
究
上
に
多
ぐ
参
照
ざ
れ
る
の
み
な
ら 

ず
、
it

接
原
資
料
に
あ
た
？.て

考

察

す

る
：； J

と

が

活

潑

：と

な
.っ
た
の
で
あ
る。
'. 

こ
の
動
向
は
第
一

f

次
世
界
大̂

^

に
1お
.い
て
こ
と
に
著
し.
.い
。
そ
れ
は
わ
が
国.'
''• 

の
西
洋
経
済
史
研
究
を
わ
が
学
晁
だ
.け
で
通
用
す
る
程
度
に.と
ど
め
な
い
で、
.
.
 

世
界
的
水
準
に
引
き
あ
げ
る
た
め
に
払
わ
ざ
か
を
得
な
.い
努
力
.で
あ
っ
た
で
，
'
 

し
か
し
.な
が
ら
実
証
的
研
究
が
進
め
ら
れ
て
唤
く
：に
し
た
が
っ
て
予
期
し
な 

い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
こ
れ
を
前
記
の

'「

成
立
過
程j

を
イ
ギ 

.リ
'ス
：，経
済
史
研
蔸
办
最
後
の
成
果
ど
し
、

''
i

日
本
経
済
史
め
研
鑽
に
主
力
を 

注
ぐ
よ
ぅ
に
：な
々
た
先
生
の
体
験
'に
基
づ
く
発
言
に
よ
っ
て
示
そ
ぅ。.

1

.つ
の
問
題
は
、

「

事
実
は
.普
通
考
へ
る
ほ
ど
明
瞭
な
こi
で
な
い
と
い
ふ
と 

と
で
あ
る
。
殊
に
如
何
な
る
原
資
料
も
決
し
て
亊
樊
そ
の
も
の
を
示
し
て
ゐ
る
.
：
 

も
の
.，で
'は
：な
い
。
過
去
に
起
つ
た
事
実
の
残
骸
.
.で
あ
る
か
、
又
は
事
実
に
対
す 

.
る
あ
る
個
人
の
主
観
的
判
断
に
過
ぎ
あ
い
。
事
実
そ
の
.も
0

で
は
.な
い
0

わ
れ 

.わ
れ
が
史
料
と
し
て
そ
れ
ら
を
取
扱
ふ
場
合
に
は
叙
酬

g

観
的
に
、
科
学
的
に 

観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
モ
の

1

に
実
在
し
た
と 

悤
は
れ
る
事
実
を
推
定
す
る
場
合
に
は
、
.
ど
ぅ
し
'て
も
史
{豕
の
想
像
カ
に
依
存 

せ

ざ

る

を

得

な

い

。

そ

の

想

像

力

は

幾

多

の

^

^

的

条

件

に

依

っ

て

制

約

さ

れ

る
け
れ
ど
も
、
な
ほ
史
家
の
主
観
的
判
断
が
混
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
そ
め 

主
観
的
判
断
は
史
家
が
現
在
有
つ
感
情
や
利
害
関
係
か
ら
下
さ
る
ベ
き
も
の
で 

:

は
な
く
、
そ
の
資
料
が
作
ら.れ
.た
当
時
0;
社
会
全
体
に
対
ず
る
史
家
の
理
解
か 

ら
下
さ
.る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
そ
れ
は
始
め
て
単
な
る
主
観
的
判
断
で 

は
な
く
な
る
：。
し
か
し
こ
れ
は
果
た
し
て
史
家
に
上
つ
て
可
能
な
の
で
あ
ら
う 

か 
0

」

.

: 

‘ 

.

.

.

:

:
.

「

他
の
一
つ
の®

は

金

体

と

個

と

の

：関

.係
で
あ
る
。
文
書
記
擊
を
探
索 

し
て
ゐ
る
と
次
第
に
細
か
い
点
に
興
味
が
出
て
来
る
。
か
つ
多
く
の
事
件
が

^
 

れ
ぞ
れ
異
色
が
あ
り
、.特

長

が

，あ

る

。
；
そ

れ

ら

を

一

概
に
㈣

せ

し

て̂

ベ
る
こ
 

と
が
不
可
能
に
な
つ
て
来
る
。®
史
は
i

個
別
的
現
象
で
あ
る
か
ら
、
科
学 

の
や
う
に
共
通
点
だ
け
を
抽
出
し
て
し
ま
つ
て
は
意
味
は
な
い
。

H2
0

と
い
'ふ 

水
を
研
発
す‘る
の
で
は
な
く
、

.

も
し
水
を
歴
史
に
取
扱
ふ
場
合
が.あ

る

と

.す

れ 

ば
、
あ
る
特
定
の
水
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
う
し
た
個
個
の
■現
象
は 

全
体
の
現
象
と
無
撕
係
で
は
な-い
0-
'個
は
全
体
に
依0:
-で
饊
紂
さ
-れ
で
ゐ
る
.0
'

. 

し
か
し
^
^
は
こ
れ
を
既
成
概
念
か
ら
離
れ
て
把
握
す
る
こ
と
は
頗
る
困
難
で 

，あ
る
。.
た
だ
個
を
通
じ
て
の
み
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
は 

個
と
し
て
の
独
启
の
も
の
を
も
つ
て
は
.ゐ
る
が
、
全
然
全
体
を
離
れ
て
生
じ
た
. 

も
の
で
ば
な
い
。
全
体
の
一
部
で
あ
る
と
同
時
に
、
個
の
う
ち
に
全
体
性
を
包 

含
し
て
ゐ
る
。
従
つ
て
た.だ
一
つ
の
個
別
的
現
象.を
考
察
し
て
も
、
：そ
れ
が正 

し
く
把
握
さ
九
れ
ば
っ
全
体.の
本
質
的
な
点
：を
摑
む
こ'と

が

出

来

，
る

|0

し
か
し 

個
個
の
現
象
をど「

う
し
た
ら
正
し
ぐ
把
握
出
来
る
で
あ
ら
う
.か
。4-
. >

「

か

う

し

た

麗(

中
略)

を
理
論
と
し
て
^

明
す
る
.こ

と

は

さ

し

，
て
^

^
 

な
.こ
と
で
は
な
い
。
又
一
種
の
循
環
論

——

個
を
正
し
く
把
握
す
る
の
に
は
全

イ
ギ
リ
ス
経
済
史
研
究
と
野
村
先
生.

',

体
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な.い
。
.全
体
を
知
る
.の
.に
.は
.、
個
.を
正
し
く
把
握
し' 

な
け
れ
ば
な
ら̂

い
と
い
ふ
こ
とI

も
、1
つ
の
発
展
論
と
し
て
説
明
し
得 

な
い
こ
と
.で
は
な
い
0
し
か
し
現
実
に
あ
る
こ
と
を
一
つ

の
事
実
と
し

て
証
明 

す
る
こ
.と
は
、
そ
れ
が
、ど
ん
な
に
些
細
な
こ
ど
で
あ
づ
て
も
、
非
常
に
困
難
な 

こ
と
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
。
た
だ
多
く
の
経
験
に
依
る
讓
に
依
つ
て
あ
る 

:
程
度
の
理
解
に
到
達
し
得
る
の
み
で
あ
る0.
従
つ
て
学
問
は
自
已
ー
代
の
仕
事 

.で
は
な
く
し
て.、
.人
間
永
遠
の
仕
事
で
あ
る
。
.
結
局
の
解
決
や
断
定
は
そ
ん
な 

に《

寡
に
到
達
し
得
る
も
の.で
.は
欢
い
。

」
(

日
本
社
会
経
済
史
、
第
一
卷
ノ
序 

六 

I
I 八
貢
。)

.

. 

' メ

.
経
済
史
の
.研
究
に
は
ま
す.ま
す
姻
部
の
考
証
が
必
要
と
な
り
、
し
か
も
そ
の 

事
実
を
証
明
す
る
こ
と
に
多
く
の
■

が
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
：あ
る
が
、
経
済
史 

が
過
去
，に
お
け
る
経
済
事
実
の
個
別
的
な
意
義
を
求
め
る
学
問
で
あ
る
以
上
、 

こ
れ
ら
の
困
難
は
乾
観
的
に
実
証
す
る
根
本
態
度
を
も
っ
て
罾
宽
さ
れ
ね
ば
な 

.ら
な
い
。
*

^
が
|1
'
.の
西
洋
経
1

学
が
1

1

.
に
湩
点
を
置
き
、
と
き 

は
^:
か
本
来
の
課
題
が
亡
心
却
す
る
感
す
ら
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
.先
坐
は
警 

告
す
る
こ
：と
を
忘
れ|0
-
れ
.な
.か
.っ
^.
。
ヾ
本
年
五
月.中
央
大
学
.，
で^'
'
催

さ

れ

た

社 

会
経
済
史
学
会
の
大
会
の
席
上
に
お
い
て
、
先
生
は
特
^

と
^

^

と

の

関

聯

に 

-0
い
て
説
か
れ
た
。
個
個
の
事
実
の
客
観
的
実
証
の
な
か
か
ら
人
生
の
意
味
を 

知
る
^
と
、
こ
れ
は
歴
史I

経
済
^'
の
.研
究
に
従
ぅ
者
が
弁
ま
え
て
い
る
辔 

,
，の
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
も
事
実
は
し
ば
.し
ば
忘
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
の®
 
ロ 

:•'
.を
発
せ
ら
れ
て
が
ら
月
佘
に
し
て
先
生
は
急
逝
さ
れ
た
。
：
ィ
ギ
リ
ス
経
済
史
研 

_究
か
'ら
離
れ
た
私
で
は
あ
る
が
、
一
西
洋
経
済
史
学
を
専
攻
す
る
一
人
と
し
て
、 

■

の
警
告
は
長
ぐ
心
に
留
め̂
い
。
'

:

.

.
f
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